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【内容要旨】（1,200字以内） 
 

【背景・目的】効率的に胃癌リスクを集約する方法として Helicobacter 

pylori(Hp)抗体とペプシノゲン(PG)法を組み合わせて胃粘膜萎縮を評価

する ABC 分類の有用性が報告されているが、一般住民検診での検証は

少ない。また、胃粘膜萎縮を有する例が、実際には胃癌リスクが低いとさ

れる A 群に誤分類される問題(偽 A 群)が報告されているが、その実態は

不明である。そこで、山形市一般住民検診で ABC 分類を導入した成績と

課題について検討した。 

【方法】[1]2010年 6月～2011年 12月に胃 X線検診と ABC分類を行な

い、PG法が不適な例を除いた連続 3517名(男性1481名、平均62.7±8.8

歳)を対象とした。既報に基づき血清 Hp抗体(基準値 10 U/ml未満)、PG

法(PG I 70 ng/ml以下かつPG I/II 比 3.0以下で PG法陽性)を用いてA、

B、C、D群に分類した。B、C、D群及び胃 X線検診での要精査群に対し

内視鏡検査を勧奨した。 

[2]採血結果を伏せて胃 X 線検査の胃小区と皺襞を読影し、胃粘膜萎縮

の評価を行った。 

【結果】[1] A群 42%、B群 17%、C群 33%、D群 8%であった。B、C、D群

から計 21 例の胃癌が発見され、そのうちの約 7 割は X 線画像では異常

が指摘されておらず、ABC分類を契機に発見に至った例であった。 [2]X

線画像の読影の結果、萎縮がない胃小区は全体の 35%、萎縮がある胃

小区は 34%、判断困難な胃小区は 1%であった。また萎縮がない皺襞は

全体の 29%で、萎縮のある皺壁は 71%であった。A群のうち 37%が X線

画像上、胃粘膜萎縮またはその疑いがある胃小区や皺襞の所見を示して

いた。 

【結論】山形市の胃がん検診において ABC 分類の有用性が示された。し

かし、ABC 分類と、胃 X 線画像の胃粘膜萎縮の評価は完全には一致せ

ず、一度は画像検査で萎縮の評価を行うべきと考えられた。 




